
平成 24年 11月 6日 

アンケート集計結果【平成 24年度第 2回】 

今回は「防災に関する意識調査」を行いました。 

 

市では、「安全・安心な暮らしの創造」をまちづくりの重要課題として位置づけ、さまざ

まな防災事業に取り組んでいます。今後の防災施策に役立てていくために、皆さんの防災に

ついての意識や備えなどについてお聞きしました。 

 

◆たなモニ登録者数   76人 

◆アンケート実施期間  平成 24年 10月 22日(月)～31日(水) 

◆回答者数（回答率）  49人(64.5％) 

◆担当課        安心まちづくり室 

1．アンケート結果 

問１ 家族で防災について話し合ったことがありますか。【択一】 

 選択肢 回答数 割合 

 

1 はい 34 69.4 

2 いいえ 15 30.6 

問２ 災害時での家族一人ひとりの役割分担を決めていますか。【択一】 

 選択肢 回答数 割合 

 

1 はい 5 10.2 

2 いいえ 44 89.8 



 

問３ 日常から家の内外の危険箇所をチェックしていますか。【択一】 

 選択肢 回答数 割合 

 

1 はい 21 42.9 

2 いいえ 28 57.1 

問４ 定期的に非常持出品を用意したり、中身をチェックしていますか。【択一】 

 選択肢 回答数 割合 

 

1 はい 11 22.4 

2 いいえ 38 77.6 

問５ 消火器や救急箱などの防災用具をチェックしていますか。【択一】 

 選択肢 回答数 割合 

 

1 はい 13 26.5 

2 いいえ 36 73.5 

 

 

 



問６ 災害時に離ればなれになったときの家族等への連絡方法を確認していますか。 

【択一】 

 選択肢 回答数 割合 

 

1 はい 24 49.0 

2 いいえ 25 51.0 

問７ 災害時においての避難経路や避難先を事前に確認していますか。【択一】 

 選択肢 回答数 割合 

 

1 はい 26 53.1 

2 いいえ 23 46.9 

 

(コメント) 

たなモニのみなさん、アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

万一のときの被害を最小限におさえるためには、「自助･共助・公助」それぞれの連携が必

要です。とりわけ、自分で自分の命を助ける「自助」は災害の初期段階で極めて重要になり

ます。 

今回の結果をもとに、防災意識を高めるための啓発や広報活動に継続的に取り組んでいき

たいと思います。 

なお、市では、「地震ハザードマップ」「洪水ハザードマップ(現在改訂作業中)」を作成

し、市民の皆様に配布しております。もしもの地震・洪水災害に備え、このハザードマップ

を活用し、避難する場所や避難時の心得、災害の備えなど、日頃からご家族の皆さんや地域

の皆さんで話し合いましょう。お手元に無い方は、市役所 4階安心まちづくり室でお渡しす

ることができます。 


